
仰

と

め

寝

え

県

宝

山

川

智

施

設

野

来

持

卓

会

川

川

キ

ュ

ク

一

旦

の

郊

で

、

山

山

吉

川

さ

ん

が

特

選

L

山

場

m
M
れ
、
知
事
措
置

制

<

農

林

大

侍

簡

が

一

鐙

与

問

お

吉

れ

た

e

前
年
度
に

川

河

は

尚

じ

都

港

の

結

時

間

野

一

大

声

え

っ

f
患
が
特

訓

還

で

知

事

盆

e

大
富

山

演

。

品

別

々

年

世

窓

口

刷

M

m

辛
ん
が
特
選
で
同
期

州

事

関

だ

っ

た

。

側
首
都
鼠
内
の
摺
伊
都
市
と
し
て
憩
悲
な

w
一
小
学
校
区
一
炉
と
れ
は
平
援
、
童
書
言
、
語
学
校
、
栄
場
実
践
し
て
い
る
の
が
、
会
き
め
て
い
〈
場
と
レ
て
諸
レ
活
用
す
る
州
都
寝
室
主
主
県
警
の
農
業
紅
旗

塚
市
が
昭
和
一
一
寸
寸
二
年
に
謂
資
公
民
館
設
教
室
高
齢
者
学
説
、
成
人
学
校
/
め
主
へ
と
に
ろ
に
あ
hy草
3
0

し
た
が
っ
て
地
問
る
一
方
c

授
絞
首
神
祭
川
川
村
杭
訂
嗣
間
報
事
務

主
語
レ

τ以
来
、
ず
っ
と
推
し
滋
め
ど
の
学
級
建
主
催
し
て
市
民
会
長
館
山
自
臣
、
地
域
住
民
主
輔
「
密
着
し
た
公
言
、
霊
か
な
肌
所
に
よ
る
と
、
眼
下
の
襲
警
は
五
万

て
主
最
重
政
の
喜
子
。
が
自
由
に
事
加
で
き
ぶ
機
会
号
、
の
や
乙
り
の
学
習
や
場
と
レ
て
、
住
民
露
館
で
な
け
れ
ば
な
台
ま
せ
ん
。
州
一
一
子
二
車
工
戸
で
昨
年
よ
り
千
九
十
戸

国
は
各
市
町
村
に
号
、
少
な
く
と
き
に
将
来
、

ζ
れ

ら

章

者

が

皇

室

む

、

雲

し

、

お

互

い

の

室

主

事
J

一
え
出
京
事
選
警
川
減
少
。
主
義
農
家
は
六
千
一
五
百
七
十

も
中
学
校
ば
を
単
位
九
ハ
食
館
を
つ
く
的
円
学
一
間
総
括
副

e発
展
レ
て
い
く
よ
っ
か
ヤ
掠
め
る
湯
と
し
て
、
主
ん
社
会
教
育
式
、
す
な
わ
ち
小
学
校
一
挙
盛
山
半
C
す

M
M

戸
で
十
一
一
軒
も
執
っ
て
い
る
。
加

i
z

品γ
よ
rp指
導
じ
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
と
指
導
レ
て
い
ま
す
c
ζ
の
よ
T

つ
な
社
会
問
擦
問
体
等
が
相
第
一
刀
民
地
域
的
弱
る
並
列
的
な
地
区
仕
民
館
あ
建
設
で
附
え
之
資
材
の
高
騰
、
労
力
の
下
足
…

て

も

嚢

レ

て

い

る

警

は

少

な

く

警

護

老

兵

語

集

君

、

主

禁

法

自

に

と

均

五

、

そ

れ

を

滋

レ

迭

す

。

側

と

重

な

と

農

家

経

豪

華

く

Z
J

ま
レ
て
や
、
吉
b
に

ふ

さ

い

小

学

校

区

制

の

問

題

宇

拾

え

で

い

る

折

か

ら

、

二

結

え

は
山
一
時
点
一
地
域
に
密
着
陣
し
た
欝
富
山
市
福
山
一
時
一
一
日

主
義
り
実
現
非
自
指
し
て
魚
嘘
l
v
苑

日

嵐

山

て

い

る

。

並

ハ

為

ζ

し
、
註
一
日
芸
ぴ
て
主
主
c

レ

》

州

市

支

援

r
再

建

造

…

菜

書

さ
れ
て
も
ま
だ
委
員
の
量
U

市
立
の
公
民
館
は
、

2
5ぢ実
施
し
、
制
域
住
民
と
の
盛
和
さ
か
ら
翠
読
の
一
言
語
り
あ
県
た
し
て
附
作
塁
と
す
ぬ
農
家
の
五
代
包
ε

u

際
問

た
松
内
公
開
目
配
舟
し
合
的
て
出
花
十
七
配
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
す
。

i

一
!

震

レ

て

い

る

と

は

い

え

ま

せ

ん

。

一

郎

五

男

一

…

責

努

長

男

に

宰

手

緩

器
問
一
…
出
日
出
一
王
山
町
一
…
…
…
待
出
品
開
山
市
民
山
一
世
間
引

J

一一一一一一一一一一一山市一山一昨日一一一一一一民主…一一自民間

2
5、
か

つ

笠

宮

言

、

主

主

義

識

字

童

青

島

県

富

制

定

c

日
続
い
て
問
宣
言
五
杭
山
式
ハ
ク

民
話
説
話
円
三
凶
器
出
い
バ
日
大
場
左
住
民
蓮
華
議

m
m
日戸時「一時に自

主
主
警
へ
の
警
は
大
会
え
の
公
民
福

γ」
連

絡

す

れ

ば

別

問

主

主

側

二

十

ア

ー

ル

者

経

営

し

て

い

る

。

ま
た
以
前
に
亀
レ

γ重
雪

れ

て

て

と

一

れ

か

ら

の

雲

散

賢

官

公

認

思

い

ま

す

。

警

委

員

会

丘

、

ず

で

問

書

m替
は

Zヲ
ヒ
吉
一
一
一
言

き
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
去
最
聖
書
同
そ
盗
塁
君
、
地
域
差
め
各
種
の
長
に
昭
電
十
七
年
度
か
ら
一
室
レ
て
、
制
詮
で
、
雪
二
十
時
前
器
提
の
よ
い

教
室
童
日
は
、

rcょ
っ
な
基
域
住
民
見
書
か
ら
な
る
翠
芸
詞

r
話
芸
誌
に
己
主
凡
な
が
ら
、
新
る
八
食
管
ゲ
ロ
ッ
ク
慌
に
よ
っ
九
附
お
な
じ
み
の
奨
励
議

c
t
zの
裁

量
さ
を
と
b
三
重
量
か
事
会
最
亡
、
裂
の
語
長
望
に
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
m形
成
と
人
間
性
横
の
義
喜
に
す
る
と
震
に
ぺ
数
州
培
は
病
室
と
の
関
レ
ミ
土
壌
む
襲

撃
評
議
会
事
〈
る
と
震
に
、
し
た
が
い
、
堅
守
護
さ
れ
て
い
の
去
に
重
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
年
控
室
お
れ
て
い
る
中
主
民
館
側
?

生
霊
雪
山
誌
に
つ
と
め
、
市
塁
手
。
た
と
え
ば
、
献
に
も
と
ふ
れ
た
家
侵
害
。
を
に
芸
君
主
つ
に
の
一
建
設
を
も
っ
て
市
の
ハ
会
館
体
制
問

帯
意
該
自
裏
そ
は
か
る
L
ζ
喜
一
一
重
襲
青
学
献
な
F
委
主
民
的
ん
/
妻
都
市
化
が
室
長
手
る
中
立
住
毒
昔
、
一
方
選
択
毒
事
側

喜
悼
と
し
、
主
票
差
め
て
い

2
2輯
思
議
室
、
支
給
盗
、
長
の
白
書

r善
活
動
量
ぢ
て
改
築
も
議
し
な
が
ら
義
内
容
の
充
附

ま

宣

言

-

君

主

同

意

義

喜

失

わ

れ

つ

つ

あ

る

聖

書

棄

と

人

突

を

は

か

つ

て

で

き

る

ず

の

静

域

住

捌

量
約
語
、
文
化
祭
の
撃
事
品
二
巾
内
壁
め
ぐ
白
、
擬
人
バ
レ
ー
間
牲
を
酔
A
U
起
こ
レ
、
明
る
い
家
庭
、
民
に
と
っ
て
智
会
妻
、
い
つ
で
附

注
入
警
護
担
議
、
町
市
箆
文
部
1
ル
翼
民
踊
講
習
会
、
社
交
ダ
住
み
よ
い
社
会
事
で
て
い
く
た
め
も
気
や
す
く
一
需
の
で
き
る
ハ
会
館
と
問

答
の
刊
打
委
託
行
つ
茎
嘉
文
化
シ
ス
鱗
豪
首
な
E
、
モ
れ
そ
れ
特
殊
性
に
は
、
住
民
だ
わ
ぬ
揚
と
し
て
の
公
民
福
ず
る
よ
っ
二
捗
一
揖
そ
の
整
鶴
た
握
似

の
向
上
廷
は
か
b
、

主

た

禁

致

富

豪

か

し

た

霊

安

売

去

に

9
確

立

さ

せ

、

薬

さ

せ

て

い

く

挙

め

て

い

ま

す

。

山

酬

額
慾
指
揮
者
自
育
成
を
は
か
つ
て
き
の
公
民
館
言
、
年
度
在
震
か
あ
b
ま

す

。

ど

手

書

籍

が

霊

長

存

食

附

市
誌
が
自
中
前
別
に
学
如
聞
を
行
い
揮
る
よ
の
成
県
伊
発
表
す
る
植
樹
と
レ
て

d
R
し
か
レ
、
と
む
白
の
釜
高
山
同
な
み
嗣
聞
を
十
分
譲
簿
事
れ
、
大
い
に
剰
刺
同
し

mm

z重

量

そ

い

ま

す

よ

重

鎮

ま

り

F
を
、
思
い
思
い
の
麿
宅
た
い
て
い
の
努
力
話
な
し
揮
な
い
と
て
い
た
だ
吉
た
い
と
思
い
ま
す
e

削
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(襲湾

相
銅
げ
物
め

4
3
yを
数
わ
る
生
活
学
校
の
お
母
さ
ん
た
ち
一
大
野
公
民
館
で

と
病
害
虫
の
一
予
訪
に
入
銀
れ
ぬ
韓
民
国
者
す

る
。
活
安
ャ
ん

rA重
富
ぐ
た
め
に
1

土
の
調
理
の
ほ
か
、
稲
の
籾
穀
(
も
み
か

ら
)
を
焼
い
て
氏
一
土
に
汚
い
、
笛
安
保
持

ζ

れ
に
箔
聾
液
肥
そ
施
7c
保
晶
は
背
酔

に
電
石
円
、
、
た
ば
阻
僚
は
最
初
音
使
用
す
る
が

昨
年
の
右
抽
シ
ョ
ッ
ク
に
は
苦
労
レ
た
と

やっ。審
モ
ノ
は
}
月
播
種
、
一
一
宮
山
か
ら
大
月

ま
で
収
様
、
和
モ
ノ
は
百
八
月
播
種
、
ム
ー
月

か
ら
十
一
月
広
伸
明
接
出
荷
。
聾
(
四
時
む
と
衛

費七
O
潟
品
問
力
者
収
鍔
は
ず
み
て
鰻
柑
闘

を
還
し
て
市
内
と
小
田
原
方
閉
山
に
出
掛
し

て
い
る
。
自
主
烹
別
で
農
協
の
検
査
が
あ

る
が
、
平
塚
キ
ュ
内
Y
H
M
白
名
に
か
け
て
、

融
官
官

L
F到
す
る
。
栽
培
を
は
じ
め
て
四

年
包
に
品
評
会
受
媛
、
い
ら
い
連
続
入

賞
。
農
協
vy
品
開
及
墾
盤
所
か
下
回
、
帯
封
技

舗
を
高
く
評
錨
詣
れ
て
い
る
。
本
代
U

め

芭
熱
心
な
A
朝
食
録
わ
れ
、
金
活〈組

合
員
十
名
)

農
業
主
交
一
織
と
心
議
て
い
る
が

大
切
な
回
熔
は
バ
イ
パ
ス
選
出
時
に

大
幅
に
烈
り
と
ら
れ
た
。
時
開
泊
、

ピ…一
i
ル
、
問
料
な
ど
曇
材
引
高

勝
、
農
薬

ω公
持
な
ど
、
ハ
ク
ス

の
舟
討
も
大
き
な
剖
h
v
角
に
き
て

い
る
。
二
十
五
一
一
戸
も
あ
っ
た
部
落

田
専
業
農
家
が
、
い
ま
は
十
m悶戸

に
減
っ
た
τ
反
対
に
住
出
向
は
九
十

一
戸
忙
期
え
た
が
、
職
業
向
V

相
違
が

ら
弾
一
帯
獄
識
は
脅
れ
る
ば
か
b均

一…
A
む
娘
は
大
学
一
年
と
窓
校
二
年
生
だ

が
i
後
齢
者
の
な
い
の
が
一
君
臨
榊
い
い
と

い
えF

き
か
旅
わ
も
喬
軍
や
出
荷
ド
埠
わ
れ

て
な
か
な
か
出
ら
玩
な
い
。
楽
レ
み
は
タ

賞
ど
き
の
さ
の
酒
。
や
段
ζ

は
ハ
/
2
7

イ
ト
一
倍
。
開
業
開
設
中
が
鎮
ま
っ
て
一
転

や
一
わ
な
か
金
品
レ
あ
う
の
が
何
よ
b
c慰

め
と
い
う
。
完
封
閉
が
こ
の
一
奏
該
レ
+
h
は

か
な
傍

rg感
D
m
u
m出
土
ハ
ヰ
説
。
零
時
艇

は
出
向
親
、
東
京
と
二
女
。
住
所
は
平
塚
市
青

島
問
丸
一
一
。

(
文
・
名
議
信
発
・
広
報
告
一
一
hmlv

ヰz忍ウ~謹揖瞳後的ハウス泊中で



1害援相談室主/市役所管(22)1700 

世法揮相E炎・弁護土'毎月第 3 シペ躍日時~16時〈人数倍以有〉
人措法空間目談@人権隠護委員宅毎月第 1 ご士組臼・ 13時~16時

行政官吉晴相談，行政相7旦詞・毎月第}jjffiHJ ・ 131時~16時

登記相談 e 雨笠謡ゴー毎月第 2 金癌臼るほ時~16時
宅地建物相談・弁護士 B 毎月第1金曜日。 13，蒋時〈人数市限宵〉

心配なと招談島民主主主委員・毎月第七第3月曜日・百時'-1日時

高齢者時5主相談。 県社会信技協議会職員@在D園出罷日・ 5週め除<. 10時~16時

発 問 考 案 f特許J相談@弁理士・毎月第 2遇告の月 .10時市

下請攻守出主回あっせん多県工業主主翼長職員給名吾月第 3 木間官民 13持 ~16時

務費生活相談。消費生活コン'こけん点ジトー毎潜水絵日・ 10持時

重定資務究所幸喜談空軍
霊堂膏 相談・教育研鈴労f職員・ 1守毒霊臼~晶穣白@告時~15J寺

主主受信時間的軍書いて晶るもの以外[ま穏競関童書時掲ゑ、ら交付

~ 
緩祉事務所幸喜談宣言

母子相談@母子相談員 .SJZ目、百時~沼田 30分，常設

家庭児童相談家庭註桔;史民@平日、 9時~16持 n 常設

資少年幸吉談室霊/驚少年課内

青少年招談・青:P[f-相談員@平日、 9時~16時・常設

喜善E主格談窓/;湖南地塁王子子政センター智(22)2711 

数首相談，岱讃月@水・金ーゴー曜日・ 2時~17時

交i車事故俗談会主主i屋放題沼・ 101晴 -...-16時 (8持半受付〉

宅治建物相談合時月第1金 .10時同16碍 (8時半受付館広民有〉

法檀相談，室主月第 2、第 3 、第 4金組日・ 13蒔~16r培

(昌時半受付人数;r，m~盟有〉
内輸相談・お理火曜日、木寝泊，習時時

高齢4副首絞りヨ談。毎月第 1 、欝 3 木曜日毛 !C混在;~16静



Eミ~ヨミ広三ミ己診苦読まミ去三岩手王手三若草誌記手岩手若手京高ミ主宮~ミ三万ミ正三毛主主主主主定安治 ナ平
出三五時

yJが 用に予 処子行軍作箆被市 <:: <::災 ttJtl句る (¥(ふ

言語討を25ZHH何時れれれ青 B iq 
市:日E説話苦言語fzhdii喜男鑓 jj(Ei 
鼠た画ぞ対とろ」息たはにつ山嵐 ζ of'でiJI、ず〈防車F露閥 抗が吹

雪R2543f22252言語iztZE25長 !百
品るまる一つ下γ 、 レーげぬ、 -9J にも f，'i.! るすうよ~も砲 l-c 
制対日市 e か復慌 て平気tn、そかょうかかfJ;可で iiiよ一一

出i!'告 の!日告 YJ底鼠 fちりてコ!J制。防るなあ で綜~ ))) _:マと校

卒去喜一討誌を寺町作会時民主京高凶悪 村議 2
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φ曲目・そ~Y7lレト幻想胤ハ短詩

K475、Y:ナ去第14番ハ短調

ネペ-"、ーヴェンソナタ雰<23

草書へ短調「熱情j

φ申込み入場すずの方は

往復はがきに佼所、氏名

茸齢、 荷主業主E町長己のう

え平場市民せン丘一

事お窃へlOfJ土台臼

までに中込みを

平軒

ぞ官930
市民 :Y弐
」主事お応

10月3日 中原公長与明会包公民館

民間硲公民館

" 4自 民 松 原 公 民 館 横 内 団 地

読会i畳大野公民館

" E1 旭公民間以土iJe農 協

須賀沢民館

10j弓7日 立さま保健所京宣訂1:公箆

館出金!1l公民組

重量対象 法ぬJ当日に潟3か月を続強

レて、 18かJj未満の乳幼児 f街 18
か月にふ主レないうちに:2@JQ:服用

をすませる〉ただし位践とグ理由

で受げられなかった方l止、 3認伝子ミ

満勺うちなら受げられます。

( 2 ITIl ~~;ぷ 1 suの投与日から呂滋

f出以七孔隠耳l市〉

護軍民間ぺ3fJ，j-305}-"-15時まで。ただ

し出 i=.:i JO_)会場時~15時。

護憲巡回日程

10J-]2吉 神 I行公民館八幡公民銀

>く ~A}~.，'， :;ミ工号霊

ρ30f-J 3回目公民法官 松原公見

館技会:国会日

タ臼構内t三祭企場大野公

tミ3日以続出公民む

llfJ 1 E1 平右保所 九日公民館

》夜中た農協こと11':支所

? 5 中KiZi正民館企忍公民館

*r;.，-:JlOi公民館

" 6 花水公民館平塚市恥特

し出回目白会場は14時~15時
豊富巡回日翠

12月四日 神日目民民館民抵守公民

安1

'" 11日 三へ回公民館民[I?i)!崎公民

貧官

ρ24日怨釘公民館民松隙公E弓

態

lFJ7日 間公爵，Illl液中央農協ゴニ

4シ 8日 大野公[¥';0官民合間公民

飽

ρ11日 平志保ミJ位所出盛岡公民

責官

.j- 21日 花 水 公 民 館 八 出 公 民 館

ρ22日 横内閣ι銘会場

。28日 京公二号館

。29Ei 平器市民病院

欝判定日

12J-Jl2U 神白公棺民指fち公民

安官

9- 13目 立呂公民館〉く岡崎公民

宣言

。26fl ~貝曹三ミE技官 災松持更をなも

箆

l!j 9 印公民館 誌に戸史麿沼 f
沢支所

?- 10日 大 野 公 民 館 探 知n公気

骨

?' 13日早な探fぜ所夜泣'[1公民

宮E
.y' 23日 花水公民官官八脳公民話3
?' 24日 明同集会窃

t 3013 中原公民館

グ 31Il 平阜市広訪日号

綴対了父島第l期一寸妥開当日に潟6か

月在経過して、 2歳未満吃乳幼地

(1むき]受ける〉

第 2間昭和50年 4f1ノド学校入学

予定者(]回受げる〉

擦に1m・13時 30分まで。ただ

し混同i力会場{主時~15時

、担磯穐

鐙巡回日覆

2月 18日 横内部生集会場

民畳間公民館

4少 19日大野公民館

託金田公認錯

# 20日旭公民総出中央酔協土

沢支所

v 21日 須 賀 公 民 館 掠 松 原 公司

倉宮

3月 78 市民芭ン主ー

タ 18[l 平塚行E乙病院

。19白 神間公F三時八耀公民館

y 22日花水公民館中原公民館

ρ24日 合 自 公 民 館 夜 間 崎 公民

貧富民投島公民館

霊童判定臼

2月25日 構内窃地集会場

見色白公民主n
ク 26日大野公民館民全問公Al

賀氏

ρ27臼 1:Q公民主食官 民中央農協土

沢支所

ク 28日 誤認公民館出位原公 民

責官

3月 14白市民センター

ク 25日平域ヲ丙完

y 26日神田公民館八繭公民 館

t 271:J 花水公民館中原公Ee;!!百
ρ31日 会自公民館 *RJ引時公民

館民伊日公a貧宮

融文1議・備 l議までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられま F。当日は

母子手版企忘れずに持ってきてく

ださい。

翻持問・午前 9 時30分~l臨時30分

9 Fil9日 f木〉 主主自公民館

ρ2Sfヨけο 金自公民館

10月 3臼 C木〉 誠自公民館

ρ11臼 f金〉 市役所B会J議室

ρ17f] (;tcJ 横内沼地容会場

矛紡接護の照会tt
予防措積についてι問合せはなる

ベベ守的中にお願y、いたします。

高泡圧症の講習会
平塚保健所では、周辺つため

現在家庭亡療設中の方、また関心を

お持ちの方に諮3会主関心

静汀時 9 JJ30日 13時30分
判勢所平器保健所

静内容医問、開健開、栄こょに よ

る生活指碍ー食事出場

食品衛生法iζ認する幾重要会

賞 品 衛 生 法 む 部 ソ 改 正 さ れ 、新

しく「食品柄生活tこ基づぐ自業か

かる公衆衛fとと講ずべき萱乙基摺

に関す♀翠日iJが公布されたの在、

説明会主関心

陰惨日時・ 10月 1 日・第 1 回10時~11

時 30分・第2悶 13苛 30分-...3 80' 
2診官yi 市民ゼン丘一ホ」ノレ

なお、希望者4扇:接会場へお出か

けを。 く平担保健所〉

保健所へのE撃はご遠慮を

平塚iJ!f五主所駐車場がありませ

ん。車で白お出ñ:.~jはむ遠慮を。

事月認 〈釘〉 昌時から

シネザ認ン 場料開問
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石箆は安山岩らしく、武きいコ官協

長さ措 5冊、高さ11.5cm、罵1l!I41

摘。表面に長さ27cm、幅 9閣の浅加

くぼみがつくられている。ちいさ

い方は長さ21師、高さ4四、周趨1

8.5帽でどちらもいかにも古い。

石樹立、揮文博{"t中期仰嘩の通量

監察から発見され、金司的に出土測

は多く、長さ2.5mにおよぶ思大な

ものが、長野県佐久市高野町諸沢

由国の魁 Cあぜ)Iこ現在も立って

いるという。(草子話時災一審「石器

と生器の話~ ) 

腕静神社む石嶺士、自然石を加

rしたらしく思われるカ九数千年

を経過しているので、石海が~.，.

か台風化してさだかに判己かねる

が、縄主時代人の素朴関ij~設の気賓

が綴じられて、ほのぼのとしたも

泊を覚える。

いったい、これらお揮は、なん

のためにつくられたのだろうかe

信部の対象であったのだろうtp"
それとも長護用具であったむだろ

う昔、時代のくだったもの応ほ、

頭部に球塊をあらわしたものもあ

る。爵務当o神秘をもの語る滋おな

おる場

延長中 (923--311に縦昔話された

和名殻察部、に、相模溜大住都和太

郷裁っている。平家市京国語の古

車といわれ、字宮iニに!日丸島村の

鎮守"膨神社がある。

E妨害神社には、平塚市重要文侶

語調i謹白日産霊 9月27自に金〉田本クヨクジコノレク

/29日〈日〉平塚ライオジズク('70;1'(1日郵便局部

コ/10月日目 Csホ〉混ぜ浜高校

一一一一<>一一一一吋<>一一一一伺

00<::協力島哲炉とう、ございましたく〉く〉

平塚合同庁舎51京、市役所113本、花水地区Eヨ姶

金 122京

平塚市路工業巡沼総合指導

(
つ
づ
〈
〉

お告らそむの2宮惑の石揮は、島

震基期内から出土したものであろう@
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